
【食に関する指導の目標】 【学校給食の目標】学校給食法第2条 【健やかたちかわ21プラン第3次（立川市第5次地域保健医療

 （知識・技能） 一　適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。  計画）】栄養・食生活（食育推進）P55～P56

食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康 二　日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判 ○健康的な食生活の意義や栄養に関する知識について

で健全な食生活に関する知識や技能を身に付けるようにする。 　　 断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 　 の普及啓発に取り組みます。

 （思考力・判断力・表現力等） 三　学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 ○バランスの良い食事（主食・主菜・副菜のそろった食事、

食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理した 四　食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自 　 自分の適量など）を食べる習慣づくりを支援します。

り判断したりできる能力を養う。 　　 然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 ○子育て世代への食育を推進します。

 （学びに向かう力・人間性等） 五　食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、 ○外食・中食を利用する際の工夫（夜遅い時間の食事を

主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の 　　 勤労を重んずる態度を養うこと。 　 含む）の啓発に取り組みます。

生産等に関わる人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事 六　我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 ○1日に必要な野菜の量（350g）の普及啓発に取り組み

を通じた人間関係形成能力を養う。 七　食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 　 ます。

○子どもの頃から野菜に興味を持ち、野菜を食べる習慣

　 を付けることを推進します。

【食育の視点】 ○妊娠・出産および子どもの就学を機に、自分および家族

　◇食事の重要性：食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。 　 の食生活を見直すきっかけづくりをします。

　◇心身の健康：心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方 ○食に興味を持つための食育（教室・体験・栽培・収穫等）

　　を理解し、自ら管理していく能力を身に付ける。 　 に取り組みます。

　◇食品を選択する能力：正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等に ○立川市栄養連絡会を開催し、食育に関する課題を検討

　　ついて自ら判断できる能力を身に付ける。 【目指す生徒像】 　 し、連携を強化します。

　◇感謝の心：食べ物を大事にし、食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をもつ。 1. 望ましい食習慣を身に付け、実践する ○食を介した人と人の交流を推進します。

　◇社会性：食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。 2. 食に関する正しい知識を身に付ける

　◇食文化：各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。 3. 豊かな心を育む
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全校 給食と連携した授業への参画、施設見学受け入れ、職場体験受け入れ（令和6年度～）、食育放送原稿配付、食育ポスター配布、リクエスト献立募集、給食調査

個別的な相談指導 食物アレルギーのある生徒、偏食のある生徒、肥満・やせ傾向にある生徒など

家庭・地域 献立表、給食だより、試食会、ホームページ、地場産物の活用、地元の給食食材納入業者と連携した食育
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食に関する指導の全体計画（中学校）
立川市教育委員会事務局 教育部 学校給食課

【共同調理場における目標】

生きる力を育て、体と心の栄養となる給食の提供
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【健やかたちかわ21プラン第4次（立川市第6次地域保健医療計画）】

栄養・食生活（食育推進）P39～P44

本計画における食育推進の考え方

健康な生活習慣の基本とされる食事・運動・休養のうち、健康づくり

の基本となる「栄養・食生活」について、子どもから成人、高齢者に至

るまでのライフステージに応じた取組をすすめます。また、妊娠期・出

産後の母子保健にはじまり、保育園、学校給食、健康教室、農業体験

等、生涯を通じて様々な機会を捉え継続的に食育を推進できるよう連

携を強化します。

取組の方向性

〇生涯にわたり健康を確保するためには、健全な食生活を実践するこ

とが必要です。身体に合わせた望ましい食事の内容や量などについ

て正しい知識を身に付け、生活状況に応じたバランスの良い食をとる

ことができるよう支援を行います。

・ホームページ等を活用した栄養・食生活に関する普及啓発を行いま

す。

・乳幼児、児童・生徒への食育については、市営の保育園で各園ごと

の食育計画や食に関する指導の全体計画に基づいた食育を実施しま

す。

〇食に関する様々な体験のなかで、食を楽しむこころや感謝の気持ち、

地域の地場産物の活用などを通じて地域に根差した食育活動や食文

化の継承をすすめます。

・即売会、農業体験（栽培・収穫等）により生産者と消費者の交流を図

ります。

・学校給食での地場産物の活用等、地産地消を推進します。

・立川市栄養連絡会等、食に関する課題を検討する場を設け、連携を

強化します。

令 和 ７ 年 1 0 月 2 3 日
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